
【施設概要】
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（施設所管課による評価）

（施設所管課による評価）

・パンフレットの作成や、無料体験の開始により利用者の増加を図っている
・引き続き感染症対策の徹底と利用促進を図っていただきたい。

・自立となった方を対象に実施
・身体機能の維持を目的とし、居宅にて自立した生活が送れるよう支援している

設備等保守 入浴設備の保守点検 年1回 10月 専門業者に委託

看護師 2 2

機能訓練指導員 1 1

7172
1,507

82

6285

延べ利用者数
（Ｒ7）

日 8,761
一日あたり
利用者数

  令和7年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

令和13年3月31日令和8年4月1日

料金制導入区分 利用料金社会福祉法人　上田しいのみ会

～

1540
170

1504
212

管理業務
の状況

作業内容

設備等の維持管理の視認

有資格者による法定点検

スプリンクラー設備の保守点検

ボイラー設備の保守点検

自動ドア設備の保守点検

施設所管課

R6年度実績

5年間

小岩井・佐藤
（1468）

上田市室賀デイサービスセンター

毎日

設置目的
在宅の要援護高齢者及び要援護となるおそれのある高齢者等の自立的生活の助長、
社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上等を図るとともに、家族の負担の軽減を
図る

前年度比

114.1

100.2

38.7

利用区分等
介護保険デイサービス

通所型サービスA

独自ミニデイ

役職等（職務内容）

施設長

生活相談員

R7年度実績

・センターの利用許可に関する業務

・センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

作業項目 回数 実施日 実施状況

日常点検 1日1回

28310

職員の
配置状況

開館日数

参加者数

82人
開催日時

月曜日から金曜日の午後

設定目標値

104.7

達成率

6850

施設の
利用状況

97.9

48.2

自主事業
の状況

事業・イベント名（内容）

独自ミニデイ

職員

福祉部 高齢者介護課 担当者（内線）

指定管理者が
行う業務内容

施設名称

指定管理者名

指定管理期間

消防設備点検 年2回 10月、3月 専門業者に委託
設備等保守 年2回 7月、3月 専門業者に委託
設備等保守 年4回 4月、8月、10月、1月 専門業者に委託

設備等保守 年3回 5月、9月、1月 専門業者に委託

2

2

1

実績

運転手

計画

1

2

1

介護員 10 8



【収入・支出の状況】 （金額単位：円）※ 消費税額含む

0

総合計 1,300,234 △ 4,612,502 875,842

計 0 0 0

差引 0 0 0

市

歳
入

歳
出

0

差引 152,400 148,400 206,000

計 0 0 0

計 206,400 254,400 246,000

講師謝金 54000 106,000 40,000

216,000

36,000

差引 1,147,834 △ 4,760,902 669,842

自
主
事
業

収
入

参加費 206400 254,400

その他 11,592,856 11,214,855 12,812,571

支
出

246,000

支
出

計 54,000 106,000 40,000

△ 433,000

216,000

計 68,789,947 66,674,416 70,114,370

水道光熱費 5,134,000 4,830,000 4,940,000

燃料費 2,080,000 2,390,000 2,280,000

4,940,000

2,280,000

13,285,000

70,815,000

固定資産取得支出 239,000 0 200,000

給食費 2,763,194 2,586,072 3,067,421

計 69,937,781 61,913,514 70,784,212

人件費 46,980,897 45,653,489 47,014,378

備考

指
定
管
理
者

指
定
管
理
業
務

収
入

介護保険事業収入 68,001,689 61,071,858 69,092,907

雑収入

項目
令和5年度
決算額

令和6年度
決算額

令和7年度
決算額

562,290 540,576 239,498

その他 1,373,802 301,080 1,451,807

令和7年度
予算額

69,050,000

255,000

1,077,000

70,382,000

46,910,000

3,200,000

0

△ 253,000

36,000

180,000

0



【施設所管課による評価】（全施設共通評価項目）

（施設所管課の評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者サービス向上の取組

施設利用者への対応

○

○

○

◎

○

◎

○

施
設
管
理

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。
施設運営に不要な経費の支出がないか。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

収入の状況
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況 ○

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

施設の運営・清掃の状況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○
光熱水費・環境への配慮の状況

評価項目

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞なく提出さ
れているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整理整頓が
行われているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されているか。
責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

○設備・備品の保守・管理状況

事務手続きの状況

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理費用の執行状況は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施設利用に係るサービスは適
切であるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握し、施設運
営に反映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対する研修
等、適切な対応が行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難訓練等、
必要な取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のために必要な
対策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入しているか。
（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施等、漏洩
防止の対策が講じられているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法が明確で
あり、適切に管理されているか。

財
務
状
況

経理事務・帳票類の保管等

利用者の安全対策・緊急時の対
応

個人情報の保護・施設管理上の
秘密の保持等

○

○

○

○

個
別
事
項

○

○

従
業
員
の
労
働
条
件

労働条件の明示、帳簿類の整備
等

社会保険・労働保険に加入しているか。

労働条件の内容

各種保険・安全衛生

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されているか。

就業規則が適正に整備されているか。

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生の管理体制は適正か。

36協定が適正に締結されているか。

労働時間の管理は適正か。



↓

指定
管理者

所管課 確認方法（例）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○
事業報告、
実地（目視、聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視、聞取り）

○ ○ 実地（目視）

- - 申請書等

○ ○ 申請書等

○ ○ 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告、例月の報告

- - 申請書等

○ ○ 事業報告

- - 事業報告

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（目視、聞き取り）

○ ○ 決算書

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

事業計画書等に基づき、人員を過不足なく配置している
（有資格者を含む）。

日報や経理帳簿等が法令、協定に基づき保管されてい
る。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行わ
れているか。

責任者(代理するもの)が常駐している。

電気・ガス・水道・燃料は、施設の利用状況等に応
じて適切な使用量となっているか。

燃料、光熱水費の使用量は適切である。
（過去３年間と比べて大幅な増減がない）

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

使用量の推移について把握・分析をしている。

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。
避難経路に障害物はないか。（※消防設備が不要な
施設は評価対象外）

日常・法定点検は法令のとおりに実施している。

第三者への業務委託は適正に行われているか 市の承認を得て再委託をしている。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

基本協定書の備品台帳１の備品が過不足なく管理されて
いる。

備品台帳２（指定管理料で購入した備品）及び備品台帳
３（指定管理者が設置した備品）が整備され、過不足な
く管理されている。

利用者が快適に利用できる状態である。

設備・備品の保守・管
理状況

事務手続きの状況

日常・法定点検は事業計画等に基づき実施している。

上田市指定管理者モニタリング評価実地調査チェックリスト

課  長 係  長 係　員 担　当

条例、仕様書等に従い、開館日、開館時間等を遵守して
いる。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよ
う、施設の清掃や整理整頓が行われているかどう
か。

仕様書等に定めている回数・頻度のとおりに実施してい
る。

施設内外の外観は清潔に保たれ、樹木等や植栽は手入れ
されている。

評価項目 判　断　基　準 点検内容

施
設
管
理

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資
格者が配置されているか。責任者や指揮命令系統は
明確か。

「○」
「×」
「-」

のいずれか
を記入

社会福祉法人　上田しいのみ会

高齢者介護課

実地調査実施日 令和8年6月23日

施設の運営・清掃の状
況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別に
取組んでいるか

施設内の温度設定や節電、節水等、省エネに関する取組
を行っている。

廃棄物は市の基準に従い分別・処理し、リサイクルの推
進等、排出量を減らす工夫をしている。

光熱水費・環境への配
慮の状況

現金は必ず鍵のかかる金庫で保管し、金庫と鍵の管理は
最小限の職員で行っている。

財
務
状
況

収支予算に基づき、必要な収入が確保されている
か。

収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行わ
れているか。施設運営に不要な経費の支出がない
か。

収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

一般管理費(間接経費)が計上されている場合、金額や根
拠が明らかで、客観的に妥当な内容である。

管理費用の執行状況は適正か

管理業務に関する経費と自主事業等その他の経費が区分
されている。

専用の口座、帳簿等を備えている。

市への報告書と帳簿・伝票の整合が図られている。

現金を受領した際は、必ず領収書等を発行している。

経理事務・帳票類の保
管等

施設名 上田市室賀デイサービスセンター

指定管理者名

施設所管課名

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。 収入の増加に向けた取組が行われている。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われている
か。

条例、規則等に基づいた料金の徴収を行っている。

利用料金の減免は、条例、募集要項等に基づき市の承認
を受けて実施している。

収入の状況
（※無料施設は評価対
象外）

所管課確認欄

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告
書等の書類が遅滞なく提出されているか。また、内
容は適切か。

各種書類が提出期限までに提出された。

記載事項に漏れや不備が無い。

条例と異なる開館日、開館時間等の場合は、市の承認を
得ている。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が
遵守されているか。

避難経路の確保がなされている。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修
繕が適切に行われているか

4



指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

個人情報保護に関する規定が整備されている。

個人情報の漏洩、紛失等の事故防止対策を講じている。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密
の管理者や管理方法が明確であり、適切に管理され
ているか。

鍵等は管理台帳を作成するなどして所在が明らかになる
よう管理している。

鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の漏洩、紛失等の事
故防止対策を講じている。

割増率は時間外労働は2割5分、休日労働は3割5分、60時
間を超える時間外労働は5割以上となっている。
（中小企業に対する特例措置（60時間を超える時間外労
働を2割5分とできる）の廃止は2023.3.31）

タイムカードやパソコンの履歴など、客観的に確認でき
る方法により、始業時刻・終業時刻を把握している。

休憩時間は労働時間に応じて法令のとおり与えられてい
る。

受付や電話対応は、明るくはきはきとしている。

高齢者や障がい者などが施設を利用する際には、声掛け
するなどの配慮をしている。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していない
か。

施設の予約や利用等が公平に行われている。

利用者アンケート結果や意見等への対応内容は職員間で
共有されている。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じ
ないよう、職員に対する研修等、適切な対応が行わ
れているか。

職員に対する研修内容・参加人数等は事業計画に沿って
いる。

従業員の言葉づかい、勤務態度、服装(名札の着用含む)
等の接遇状況は適切か

個人情報の保護・施設
管理上の秘密の保持等

利用者の安全対策・緊
急時の対応

利用者サービス向上の
取組

施設利用者への対応

労働条件の明示、帳簿
類の整備等

労働条件の内容

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責
任保険に加入しているか。（※加入不要な施設は評
価対象外）

仕様書等で定めた施設賠償責任保険に加入している。

補償内容は施設や設備に応じたものとなっている。

施設管理上の秘密を管理する者や管理方法が明確であ
る。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

安
全
対
策
・
危
機
管
理

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるととも
に、職員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられ
ているか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意
見や苦情等を把握し、施設運営に反映する仕組が
整っているか。

利用者アンケート等、満足度調査を実施している。

意見・苦情・要望等に迅速に対応し、対応した内容が記
録されている。

職
員
の
労
働
条
件

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されて
いるか。

労働契約書（労働条件通知書）を作成し、本人に交付し
ている。

労働契約書（労働条件通知書）の内容は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適
正に整備されているか。

労働者名簿、出勤簿、賃金台帳は作成している。

就業規則が適正に整備されているか。

労働時間の管理は適正か。

所定労働時間は、法定労働時間の範囲内に定められてい
る。

年次有給休暇は勤続年数により付与され、繰越は翌年ま
でとなっている。年5日の取得義務を遵守している。

賃金の管理は適正か。

最低賃金以上の額が支払われている。

賃金規程等に基づいて計算・支給がなされている。

法定休日は、週1回または4週に4日以上与えている。

時間外・休日労働時間数の算出は、1ヶ月における各々の
時間数の合計となっている。端数がある場合、30分未満
は切り捨て、それ以上は1時間に切り上げている。

36協定の限度時間を超える長時間労働を行っていない。

36協定を締結して、有効期間開始前に労働基準監督署へ
届け出ている。

パートタイマー等の短時間労働者や有期雇用労働者にも
付与している。

年休取得日の賃金は、就業規則等で定めたとおり計算さ
れている。

年休管理簿等で年休管理が行われている。

割増賃金の算定基礎賃金、計算方法は、労働時間数、賃
金の支給単位（時給・日給・月給など）等に応じたもの
である。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

有効期間は、1年以内となっている。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備さ
れるとともに、避難訓練等、必要な取り組みが行な
われているか。

災害時・防犯等のマニュアルが整備されている。

緊急時の連絡体制が整備されている。

定期的な訓練を行っている。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防
止や安全確保のために必要な対策が講じられている
か。

事故対応マニュアルが整備されている。

事件・事故等の発生状況と対応した内容を記録してい
る。

日ごろから施設・設備等の状況を把握している。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや
施設利用に係るサービスは適切であるか。

就業規則は法令（基準法第89条）の事項について作成
し、社内に周知している。

労働基準監督署に届け出ている。

定期的に見直し、法改正に対応した変更手続きが行われ
ている。

36協定が適正に締結されているか。

社会保険・労働保険に加入しているか。

要件を満たす者は労働保険（労災保険、雇用保険）に加
入している。

要件を満たす者は社会保険（健康保険、厚生年金保険）
に加入している。

各種保険・安全衛生 5



指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

職
員
の
労
働
条
件

健康診断の記録を作成し、5年間保存している。

安全衛生の管理体制は適正か。

安全管理体制が整備されている。

法定責任者（安全管理者、衛生管理者、推進者、産業医
等）を選任している。

定期健康診断は年1回以上実施している。

各種保険・安全衛生

6



【指定管理者による自己評価】（セルフモニタリング）

(２)指定管理業務実施上の課題

(１)令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

・室賀デイサービスセンターの雰囲気が伝わる様なパンフレットを作成し、各居宅介護支援事業所に
配り、利用者獲得に努めました。
・前年度より、無用体験を実施しています。
・前年度の苦情にあった老朽化した送迎車について、車両2台を入替ました。リフト車1台と、ステッ
プの高い車両に乗れないご利用者や道幅の狭いご自宅に対応できるよう軽自動車1台をリース契約
し、使用しています。

・在るものは最大限に活用し、必要があれば修繕を行い営業しています。
・事業活動計算書を常に念頭に置いて、事業活動を行っています。

・ご利用者に安心して利用して頂けるよう、感染予防対策を昨年に引き続き実施しています。
・利用者送迎時、乗車前の検温、手指消毒、マスク着用を徹底して行い、入館前にも手指消毒を実施
しています。
・送迎後の車内消毒、サービス終了後の施設内消毒を継続しています。

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

ご家族やご本人からの要望が大変に多くなってきています。
機能訓練に対する大きな期待がありますが、当方でしっかりとご要望に応えるだけの余裕が持てませ
ん。又、ご利用者の多くは、デイケアとデイサービスの違いを理解されずに、デイサービスへの過度
な期待を感じます。

ご利用者の要望に最大限寄り添うためには、情報の共有化が肝要と考えます。
ＩＣＴ活用だけではなく、デイサービス会議等での意見交換や、職員が少ない時こそコミュニケー
ションを更に活発に行い、ご利用者の満足度アップとミスの防止に繋げたいと思います。
職員数の減少により、従来と同じ内容や方法では業務が回らない為、現状でいかにご利用者に満足し
ていただけるサービス提供ができるか、大きな課題として、その都度考え、対応していきたいと思い
ます。

ご利用者のカバンの持ち手が破けており、お送りの際、お嫁さんに謝罪し了解を得ましたが、その
後、息子さんから、ご立腹の電話が入りました。電話にてその時の状況説明をし、ご自宅にも伺って
話をしましたが、投げやりな返答しかなかった為、施設長より謝罪の電話を入れてもらいました。弁
償の話も出ましたが、「もういいです。」との返答でした。


